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◇『今年を思う』 
国土交通省 関東運輸局    

東京運輸支局長 高山 和征 

早一枚目のカレンダーとさよなら、
賀詞交歓等忙しない月を終える、そ
んな「ぼーっと」した瞬間の晦日に
原稿依頼を受けました。 

1 月号の田中本部長や大島副本部
長の寄稿文のとおり、選挙・慶事・
イベント・増税など、新たな時代は
確実に忙しなく始まると思います。 

ロジ研の皆様とは、6 月の総会、8 月の明治記念館、その他
あらゆるところでお会いし、いろいろお話をと思いますが、な
かなかゆっくりとはいかず新たな年を迎えましたが、ロジ研の
歴史を振り返りますと、昭和 63 年に前身の「青年部 OB 物流研
究会議」が設立され、平成 18 年に「ロジスティクス研究会」
となり現在に至っておりますが、設立当時は、来る規制緩和の
荒波に対する不安・希望等の蔓延の中、設立されたものと思い
ます。「平成」という時代は、物流二法の施行を幕開けに、競争
の激化、バブル経済の後遺症、失われた 10 年？リーマンショ
ックがあり、その中において、燃料サーチャージ導入問題、書
面化、標準運送約款の改正とあり、昨年 12 月には改正貨物自
動車運送事業法が成立したところです。 
そういう意味では、新たな時代は、次なる「ステップ」に進

まなければならない時代であるものと思います。待ったなしの
「働き方改革」については、「人財」確保の観点からも最優先で
あり、積極的に取り組んでいくことは絶対的に必要であると考
えます。社会・国民に理解されつつある「物流の重要性」を更
に深め、現在吹きつつある「追い風」をしっかりとらえ、事業
の将来展望が構築していけたらと考えます。今、将来を見据え
た行動が必要であり、取組の先頭に立ち率先して対応できるの
は、ロジ研の皆様であり、対応して行かなければならない責務
を担っているのもロジ研の皆様であると考え、私としても大い
にご期待申し上げるところであります。 
私も今年は「ぼーっと」しないで、皆さんと共に、上を向き、

絶え間なく「かえていく」努力をしていく所存です。 
本年もよろしくお願い申し上げます。 
 

◇『古巣に戻り思い起こす』 

（一社）東京都トラック協会 

教育研修部長 正岡 芳郎 

平成 18 年まで教育研修部業務を務め、昨年 10 月に 12 年ぶ
りに古巣に戻り、各種研修事業と三組織の皆様のお手伝いをさ
せていただいております。どうぞよろしくお願い申し上げます。 
久しぶりにＰＣの教育研修部のホルダーを開き履歴を辿る

と、ロジ研の日本航空安全啓発センター見学会の一連の書類が
現れ、これが最後の仕事であったことを思い出しました。 
その年のロジ研の統一テーマは“安全と安心の共創”で人々

が安全で安心な日常生活を送るためには、我々事業者における
安全の確保は重要課題という原点に立ち、共創の概念を業界の
永遠のテーマの「安全」に求め、営業用トラックへの信頼を作
り上げたいというものでした。そこで、研修委員会（鈴木委員
長）では、竹内本部長の意向も踏まえ、安全の原点を探る意味
で、第一線で活躍する旅客機のパイロットによる安全に関する
講話と、日本航空が御巣鷹山墜落事故を風化させてはならない
との思いから設置した安全啓発センターと整備場の見学、それ
に講師のパイロットをお招きした交流会を加えた、内容が盛り
だくさんの見学研修会実施計画案を作成しました。 

これを受け、日本航空の依頼先を辿り、私たちの希望をお伝
えしたところ、1週間ほどで広報部付の現職機長で政府専用機
のパイロットも務められた小林宏之氏、ご本人から電話があり、
希望どおりに対応してくださるとの回答をいただきました。 
見学会は 3月に決定し、私は既に異動した後でしたが、ロジ

研のお計らいで参加者の一人となり、同機長の講話、整備場で
は整備士の方の懇切丁寧な説明を伺うことが出来ました。 
一方、ＰＣの私のメモ書きに「啓発センターの見学は忘れら

れないものとなった。そこは別の空間。事故機の残骸、乗客の
遺品、手帳に書かれた家族への最後の言葉、墜落した時間で止
まったままの腕時計を目の前にし、立ち尽くした。見学者の涙
さえ、その場では気づかないほどであった。」とあり、12年前
のことがついこの間であったかのように思い起こされました。 
航空機乗務員の不祥事が相次ぐ中で、何故、今このような内

容を･･･？ 迷いましたが、“運輸業界に携わる者として、今一
度、原点に戻り信頼を回復してほしい”という関係者の方々へ
の願いを込め、取り上げさせていただくことといたしました。 
末尾ながら、今後も皆様の組織活動を応援させていただきま

すので、改めましてよろしくお願い申し上げます。 
 

◇『三組織合同セミナー・新年会』 

 ２月６日(水)京王プラザホテルにおいて、講師に社会保険労
務士の岡本重信氏をお招きし、三組織合同セミナー・新年会が
行われました。 

原女性部本部長による主催者代表挨拶 

最後に全員で締めの円陣 

◇スケジュール《○ロジ研行事予定》 

○ 2/13（水） 15:30～ 正副本部長会議(東ト総合会館 6 階中会議室) 

○  〃 16:30～ 第 6 回本部連絡会(東ト総合会館 6 階中会議室) 

 2/26（火） 15:00～ 第 2 回経営者及び実務者セミナー(東ト総合会館 4 階会議室) 

○ 3/ 6（水）  ロジ研チャリティゴルフコンペ(紫ＣＣ すみれコース) 

○ 3/11（月） (予定) 第 2 回トラック業界問題セミナー(東ト総合会館 4 階会議室) 

 3/28（木） 16:00～ 三組織連絡会(東ト総合会館 6 階中会議室) 
 


